
超小型衛星搭載を目指した高感度 X 線観測装置の開発 : 開発の現状と今後の展望
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我々は世界で初めて太陽フレアの軟・硬 X 線撮像分光観測を実現した観測ロケット実験 FOXSI-4,-5 において、2 台の国
産高角度分解能 X 線望遠鏡を開発・搭載し、高い角度分解能を有する飛翔体搭載用 X 線望遠鏡の設計・製作・評価手法
を確立した (2026 年春季年会 吉田他)。現在はその発展として、超小型衛星等への搭載を目指した高感度小型 X 線観測装
置の開発を進めている。本観測装置は、高角度分解能 X 線望遠鏡と超薄膜フィルター技術を組み合わせることで、限ら
れたリソース下でも高い感度を実現することを目指している。

現在我々は、焦点距離 100 mm 程度の技術実証を想定した 6U 級、および焦点距離 250 mm 程度を想定した 1 辺 50 cm
級の天文観測用超小型衛星について検討を進めている (2026 年春季年会 三石他)。特に前者について、今回我々は、太陽
などの非常に明るい天体を主対象とし、有効面積は制限されるものの鉄 K 輝線帯域を含む観測が可能な直径 10 mm 以
下の小口径反射鏡デザインについて検討を進めた。この中で、従来搭載品と同様の反射鏡-ハウジング接着方法を採用
し、試作模擬反射鏡を用いた接着試験およびハウジング全体の振動試験を初めて実施した。過去観測ロケットの要求加
振条件 （Z 軸ランダム振動、13 Grms、10 秒） において反射鏡固有の振動応答を確認するとともに、試験前後で接着部
の剥離や損傷などの大きな問題は見られなかった。本講演では、これらの要素技術開発の進展に加え、開発状況全般、
科学検討、および飛翔実証に向けた今後の展望について報告する。
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